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三井住友トラスト･アセットマネジメント株式会社

〒105-0011　東京都港区芝公園一丁目1番1号

ホームページ　https://www.smtam.jp/

■口座残高など､お客さまのお取引内容についてのお問い合わせ

お取引のある販売会社へお問い合わせください｡

■当運用報告書についてのお問い合わせ

フリーダイヤル：0120-668001

(受付時間は営業日の午前9時～午後5時です｡)

当ファンドの仕組みは次の通りです｡

商 品 分 類
追加型投信／国内／株式／特殊型(その他型(テクニ

カル運用モデル型))

信 託 期 間 信託期間は2011年11月28日から無期限です｡

運 用 方 針

主として､｢ART テクニカル運用日本株式 マザー

ファンド｣の受益証券への投資を通じて､わが国の株

式に投資し､投資信託財産の中長期的成長を目指し

て運用を行います｡

主要運用対象

ART テクニカル運用

日本株式ファンド

下記のマザーファンド受益証券

を主要投資対象とします｡

ART テクニカル運用

日本株式 マザーファンド

わが国の株式を主要投資対象と

します｡

組 入 制 限

ART テクニカル運用

日本株式ファンド

株式への実質投資割合には制限

を設けません｡

外貨建資産への投資は行いません｡

ART テクニカル運用

日本株式 マザーファンド

株式(新株引受権証券および新

株予約権証券を含みます｡)への

投資割合には制限を設けません｡

外貨建資産への投資は行いません｡

分 配 方 針

原則として､毎年11月25日(休業日の場合は翌営業

日)に決算を行い､収益の分配を行います｡

分配対象額は､経費控除後の繰越分を含めた配当等

収益及び売買益等の全額とします｡

分配金額については､委託会社が基準価額水準､市況

動向等を勘案して決定します｡ただし､分配対象額が

少額の場合には分配を行わないことがあります｡

ART テクニカル運用日本株式ファンド

運 用 報 告 書 (全 体 版)

第13期 (決算日　2024年11月25日)

受益者のみなさまへ

平素は格別のご愛顧を賜り､厚くお礼申しあげます｡

さて､当ファンドはこのたび上記の決算を行いました

ので､ここに期中の運用状況をご報告申しあげます｡

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう､お願い申しあ

げます｡
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【本運用報告書の記載について】

・基準価額および税込分配金は1万口当たりで表記しています｡

・原則として､数量､額面､金額の表記未満は切捨て､比率は四捨五入で表記しています｡

・－印は､組入､異動等の該当がないことを示します｡

・指数に関する著作権等の知的財産権およびその他の一切の権利は指数の開発元も

しくは公表元に帰属します｡
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最近5期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

株 式
組 入 比 率

債 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
第 9期(2020年11月25日) 9,485 0 △9.3 55.8 － 651

第10期(2021年11月25日) 9,892 0 4.3 32.4 － 645

第11期(2022年11月25日) 9,409 0 △4.9 25.8 － 577

第12期(2023年11月27日) 9,750 0 3.6 30.8 － 580

第13期(2024年11月25日) 10,200 110 5.7 26.3 55.5 539

(注1)基準価額の騰落率は分配金込みです｡

(注2)当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣､｢債券組入比率｣は実質比率を記載しております｡

当期中の基準価額の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式

組 入 比 率
債 券
組 入 比 率騰 落 率

(当　期　首) 円 ％ ％ ％
2023年11月27日 9,750 － 30.8 －

11月末 9,752 0.0 38.2 －

12月末 9,733 △0.2 25.7 －

2024年 1月末 9,914 1.7 61.8 －

2月末 10,057 3.1 45.3 －

3月末 10,308 5.7 51.4 16.7

4月末 10,296 5.6 39.1 17.1

5月末 10,232 4.9 28.3 34.5

6月末 10,200 4.6 17.6 35.5

7月末 10,137 4.0 29.2 36.1

8月末 10,415 6.8 29.5 35.0

9月末 10,297 5.6 19.4 35.6

10月末 10,265 5.3 14.6 36.1

(当　期　末)
2024年11月25日 10,310 5.7 26.3 55.5

(注1)期末基準価額は分配金込み､騰落率は期首比です｡

(注2)当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣､｢債券組入比率｣は実質比率を記載しております｡

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため､ベンチマーク及び参考指数を特定し
ておりません｡
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2023年11月27日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額等の推移
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第13期首：9,750円
第13期末：10,200円（既払分配金110円）
騰落率：5.7％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

CC_24170566_04_ost三住T_ARTテクニカル運用日本株式F_運用経過（交流用）.indd   3 2025/01/10   10:10:25



4－　　－

当期末の基準価額は上昇しました。
株式市場が総じて堅調に推移する中、運用に使用した大半のロボットがプラスに寄与しました。特に、短期的な株
価の反発局面を狙い逆張り投資を行うロボット5の運用成績が堅調で、当期後半の株価がレンジ相場に近い動き
となった際に大きなリターンを獲得しました。

＜各ロボットの特徴とロボット別基準価額騰落寄与＞

種類 特徴 当期末
組入比率 運用状況

ロボット１ 直近の最高値を更新した銘柄を狙って投資 9.1％

基準価額騰落寄与：
プラス（＋2.4％）
主な投資銘柄：
ＳＵＭＣＯ、三越伊勢丹ホー
ルディングス

ロボット３ 株価が大幅に下落した後の反発局面で投資 3.6％
基準価額騰落寄与：
プラス（＋0.7％）
主な投資銘柄：
東海カーボン、ヤマハ

ロボット４ 株価の底入れ後の相場上昇局面をとらえることを目的として投資 5.2％
基準価額騰落寄与：
プラス（＋1.0％）
主な投資銘柄：
住友不動産、東京建物

ロボット５ 短期的な株価の反発局面を狙い逆張り投資 2.8％

基準価額騰落寄与：
プラス（＋4.3％）
主な投資銘柄：
高島屋、ＳＣＲＥＥＮホール
ディングス

ロボット６ 株価の短期的な下押し局面をとらえて投資 5.6％
基準価額騰落寄与：
マイナス（△1.1％）
主な投資銘柄：
大阪ガス、三菱自動車工業

（注１）比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率です。
（注２）基準価額騰落寄与に記載した値は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありません。あくまで傾向を知るた

めの目安としてご覧下さい。

基準価額の主な変動要因
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当期の国内株式は上昇しました。
前半は、日銀金融政策決定会合でマイナス金利が解除されたものの、事前予想の範囲内だったため市場の混乱
は限定的であったことに加え、国内企業の好調な業績やさらなる資本効率の改善期待から上昇しました。後半は、
日銀による追加利上げへの警戒感の高まり、自民党総裁選における石破氏優勢の報道、衆議院選挙での与党過
半数割れ懸念などから、一進一退の展開となりました。

株式への投資は「ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド」の組み入れを通じて行いました。

【「ＡＲＴ テクニカル運用日本株式 マザーファンド」の運用経過】
株式の銘柄選択は、主として日経平均株価採用銘柄を対象に、あらかじめプログラムされた複数のロボットの判断
に基づいて選定し、機動的に運用しました。
株式以外への投資については、マイナス金利政策が解除されたことから、短期公社債への投資を再開しました。

＜株式組入比率の推移＞

（注）比率は､マザーファンドの純資産総額に対する株式評価総額の比率です｡

投資環境
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○組入ファンド
当期末

2024年11月25日
ＡＲＴ テクニカル運用日本株式 マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
100.0％

その他
0.0％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異

CC_24170566_04_ost三住T_ARTテクニカル運用日本株式F_運用経過（交流用）.indd   6 2025/01/10   10:10:25



7－　　－

分配金額は､経費控除後の利子･配当等収益､基準価額水準等を考慮して以下の通りとさせていただきました｡
なお､収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については､運用の基本方針に基づいて運用を行います｡

（１万口当たり・税引前）

項目 第13期
2023年11月28日～2024年11月25日

当期分配金 （円） 110
（対基準価額比率） （％） （1.067）
当期の収益 （円） 77
当期の収益以外 （円） 32

翌期繰越分配対象額 （円） 1,237
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

主として、「ＡＲＴ テクニカル運用日本株式 マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、日経平均株価に採用
されている株式に投資し、投資信託財産の中長期的成長を目指して運用を行います。
株式の売買の判断は、複数の投資判断モデルを組み合わせて機動的に行います。その結果、株式の実質組入比
率は、投資信託財産の純資産総額に対して大きく変動し、ゼロとなる場合もあります。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2023年11月28日～2024年11月25日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 155円 1.532％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,133円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （78） （0.766） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （72） （0.711） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （6） （0.055） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 60 0.597 （ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （60） （0.597）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － － （ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.005 （ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕
（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保

管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 216 2.134
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（注１）各費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

総経費率
1.55％

運用管理費用
（投信会社）
0.77％

運用管理費用
（販売会社）
0.71％

運用管理費用
（受託会社）
0.06％

その他費用
0.01％

＜参考情報＞
総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を除
く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.55％
です。
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売買および取引の状況

＜親投資信託受益証券の設定､解約状況＞

当 期
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ART テクニカル運用日本株式
マ ザ ー フ ァ ン ド

25,028 32,475 87,620 114,032

株式売買比率

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

＜ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド＞

項 目 当 期
(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 6,254,736千円
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 193,684千円
(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 32.29

(注1)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です｡

(注2)(c)売買高比率は小数点第3位以下を切り捨てています｡

利害関係人※との取引状況等

■利害関係人との取引状況

区 分

当 期

買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
金 銭 信 託 0.023698 0.023698 100.0 0.023698 0.023698 100.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 613 101 16.5 613 100 16.3

(注)当該取引に係る利害関係人は､三井住友信託銀行株式会社です｡

※ 利害関係人とは､投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です｡

＜ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド＞

区 分

当 期

買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
金 銭 信 託 1 1 100.0 1 1 100.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 60,523 7,349 12.1 60,823 7,324 12.0

<平均保有割合　100.0％>

(注1)平均保有割合とは､親投資信託の残存口数の合計に対する当ファンドの親投資信託所有口数の割合です｡

(注2)当該取引に係る利害関係人は､三井住友信託銀行株式会社です｡
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11－　　－

投資信託財産の構成

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド 539,739 97.8

コ ー ル ･ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 11,938 2.2

投 資 信 託 財 産 総 額 551,677 100.0

組入資産の明細

＜親投資信託残高＞

種 類
当 期 首(前期末) 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド 466,588 403,996 539,739

(注)親投資信託の当期末現在の受益権総口数は､403,996千口です｡
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<注記事項>

※当ファンドの期首元本額は595,645,894円､期中追加設定元本額は44,115,267円､期中一部解約元本額は110,564,826円です｡

※分配金の計算過程

項 目 当 期

(A) 配当等収益額(費用控除後) 4,106,232円

(B) 有価証券売買等損益額(費用控除後･繰越欠損金補填後) －円

(C) 収益調整金額 41,525,113円

(D) 分配準備積立金額 25,675,024円

(E) 分配対象収益額(A+B+C+D) 71,306,369円

(F) 期末残存口数 529,196,335口

(G) 収益分配対象額(1万口当たり)(E/F×10,000) 1,347円

(H) 分配金額(1万口当たり) 110円

(I) 収益分配金金額(F×H/10,000) 5,821,159円

資産､負債､元本および基準価額の状況ならびに損益の状況

■資産､負債､元本および基準価額の状況

項 目
当 期 末

2024年11月25日現在

(A)資 産 551,677,584円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 4,500,948

ＡＲＴ　テクニカル運用日本株式
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額)

539,739,401

未 収 入 金 7,437,209

未 収 利 息 26

(B)負 債 11,915,123

未 払 収 益 分 配 金 5,821,159

未 払 解 約 金 1,774,664

未 払 信 託 報 酬 4,288,095

そ の 他 未 払 費 用 31,205

(C)純 資 産 総 額(A-B) 539,762,461

元 本 529,196,335

次 期 繰 越 損 益 金 10,566,126

(D)受 益 権 総 口 数 529,196,335口

1万口当たり基準価額(C/D) 10,200円

■損益の状況

項 目
当 期

自 2023年11月28日
至 2024年11月25日

(A)配 当 等 収 益 2,728円

受 取 利 息 2,764

支 払 利 息 △36

(B)有 価 証 券 売 買 損 益 36,900,800

売 買 益 41,279,899

売 買 損 △4,379,099

(C)信 託 報 酬 等 △8,802,374

(D)当 期 損 益 金(A+B+C) 28,101,154

(E)前 期 繰 越 損 益 金 △90,394,555

(F)追 加 信 託 差 損 益 金 78,680,686

(配 当 等 相 当 額) (41,480,985)

(売 買 損 益 相 当 額) (37,199,701)

(G)　 計 　(D+E+F) 16,387,285

(H)収 益 分 配 金 △5,821,159

次 期 繰 越 損 益 金(G+H) 10,566,126

追 加 信 託 差 損 益 金 78,680,686

(配 当 等 相 当 額) (41,525,113)

(売 買 損 益 相 当 額) (37,155,573)

分 配 準 備 積 立 金 23,960,097

繰 越 損 益 金 △92,074,657

(注1)(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます｡

(注2)(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています｡

(注3)(F)追加信託差損益金とあるのは､信託の追加設定の際､追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます｡
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お知らせ

該当事項はありません｡

分配金のお知らせ

当期

1 万 口 当 た り 分 配 金 110円

(注)分配金は決算日から起算して5営業日までにお支払いを開始しております｡

【分配金の課税上の取扱いについて】
・収益分配金には､課税扱いとなる｢普通分配金｣と､非課税扱いとなる｢元本払戻金(特別分配金)｣(受益者毎
の元本の一部払戻しに相当する部分)の区分があります｡

受益者が収益分配金を受け取る際､
A.当該収益分配金落ち後の基準価額が当該受益者の個別元本と同額の場合又は当該受益者の個別元本を上
回っている場合には､当該収益分配金の全額が普通分配金となり､

B.当該収益分配金落ち後の基準価額が当該受益者の個別元本を下回っている場合には､その下回る部分の
額が元本払戻金(特別分配金)となり､当該収益分配金から当該元本払戻金(特別分配金)を控除した額が
普通分配金となります｡

なお､受益者が元本払戻金(特別分配金)を受け取った場合､収益分配金発生時にその個別元本から当該元本
払戻金(特別分配金)を控除した額が､その後の当該受益者の個別元本となります｡

・課税上の詳細につきましては､税務専門家等にご確認されることをお勧めいたします｡
・税法が改正された場合などは､上記の内容が変更になる場合があります｡
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三井住友トラスト･アセットマネジメント株式会社

【本運用報告書の記載について】

・基準価額は1万口当たりで表記しています｡

・原則として､数量､額面､金額の表記未満は切捨て､比率は四捨五入で表記しています｡

・－印は､組入､異動等の該当がないことを示します｡

・指数に関する著作権等の知的財産権およびその他の一切の権利は指数の開発元もしくは公表元に帰属します｡

＜409817＞

ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド

運 用 報 告 書

第13期（決算日　2024年11月25日）

当親投資信託の仕組みは次の通りです｡

信 託 期 間 信託期間は2011年11月28日から無期限です｡

運 用 方 針 主としてわが国の株式に投資し､投資信託財産の中長期的成長を目指して運用を行います｡

主要運用対象 わが国の株式を主要投資対象とします｡

組 入 制 限

株式(新株引受権証券および新株予約権証券を含みます｡)への投資割合には制限を設けま

せん｡

外貨建資産への投資は行いません｡

当親投資信託はこのたび上記の決算を行いましたので､期中の運用状況をご報告申しあげます｡
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ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

最近5期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
株 式
組 入 比 率

債 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
第 9期(2020年11月25日) 11,552 △7.9 55.8 － 652

第10期(2021年11月25日) 12,235 5.9 32.4 － 644

第11期(2022年11月25日) 11,819 △3.4 25.9 － 577

第12期(2023年11月27日) 12,442 5.3 30.8 － 580

第13期(2024年11月25日) 13,360 7.4 26.3 55.6 539

当期中の基準価額の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式

組 入 比 率
債 券
組 入 比 率騰 落 率

(当　期　首) 円 ％ ％ ％
2023年11月27日 12,442 － 30.8 －

11月末 12,445 0.0 38.2 －

12月末 12,437 △0.0 25.7 －

2024年 1月末 12,685 2.0 61.7 －

2月末 12,885 3.6 45.2 －

3月末 13,222 6.3 51.4 16.7

4月末 13,225 6.3 39.1 17.1

5月末 13,159 5.8 28.3 34.5

6月末 13,134 5.6 17.7 35.5

7月末 13,070 5.0 29.3 36.1

8月末 13,446 8.1 29.6 35.0

9月末 13,311 7.0 19.4 35.6

10月末 13,288 6.8 14.6 36.1

(当　期　末)
2024年11月25日 13,360 7.4 26.3 55.6

(注)騰落率は期首比です｡

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため､ベンチマーク及び参考指数を特定し
ておりません｡
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ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

当期中の運用経過と今後の運用方針

基準価額等の推移
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3－　　－

ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

基準価額の主な変動要因

当期末の基準価額は上昇しました。
株式市場が総じて堅調に推移する中、運用に使用した大半のロボットがプラスに寄与しました。特に、短期的な株
価の反発局面を狙い逆張り投資を行うロボット5の運用成績が堅調で、当期後半の株価がレンジ相場に近い動き
となった際に大きなリターンを獲得しました。

＜各ロボットの特徴とロボット別基準価額騰落寄与＞

種類 特徴 当期末
組入比率 運用状況

ロボット1 直近の最高値を更新した銘柄を狙って投資 9.1％

基準価額騰落寄与：
プラス（＋2.4％）
主な投資銘柄：
ＳＵＭＣＯ、三越伊勢丹ホー
ルディングス

ロボット３ 株価が大幅に下落した後の反発局面で投資 3.6％
基準価額騰落寄与：
プラス（＋0.7％）
主な投資銘柄：
東海カーボン、ヤマハ

ロボット４ 株価の底入れ後の相場上昇局面をとらえることを目的
として投資 5.2％

基準価額騰落寄与：
プラス（＋1.0％）
主な投資銘柄：
住友不動産、東京建物

ロボット５ 短期的な株価の反発局面を狙い逆張り投資 2.8％

基準価額騰落寄与：
プラス（＋4.3％）
主な投資銘柄：
高島屋、ＳＣＲＥＥＮホール
ディングス

ロボット６ 株価の短期的な下押し局面をとらえて投資 5.6％
基準価額騰落寄与：
マイナス（△1.1％）
主な投資銘柄：
大阪ガス、三菱自動車工業

（注１）比率は純資産総額に対する評価額の比率です。
（注２）基準価額騰落寄与に記載した値は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありません。あくまで傾向を知るた

めの目安としてご覧下さい。
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4－　　－

ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

投資環境

当期の国内株式は上昇しました。
前半は、日銀金融政策決定会合でマイナス金利が解除されたものの、事前予想の範囲内だったため市場の混乱
は限定的であったことに加え、国内企業の好調な業績やさらなる資本効率の改善期待から上昇しました。後半は、
日銀による追加利上げへの警戒感の高まり、自民党総裁選における石破氏優勢の報道、衆議院選挙での与党過
半数割れ懸念などから、一進一退の展開となりました。

当ファンドのポートフォリオ

株式の銘柄選択は、主として日経平均株価採用銘柄を対象に、あらかじめプログラムされた複数のロボットの判断
に基づいて選定し、機動的に運用しました。
株式以外への投資については、マイナス金利政策が解除されたことから、短期公社債への投資を再開しました。

＜株式組入比率の推移＞

（注）比率は､純資産総額に対する株式評価総額の比率です｡
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ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ 第1220回国庫短期証券 日本 55.6％
２ ヤマトホールディングス 日本 1.4％
３ 電通グループ 日本 1.4％
４ 荏原製作所 日本 1.4％
５ 東武鉄道 日本 1.4％
６ パナソニック　ホールディングス 日本 1.1％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ アドバンテスト 日本 1.0％
８ ＳＯＭＰＯホールディングス 日本 1.0％
９ コニカミノルタ 日本 1.0％
10 東京建物 日本 0.9％

組入銘柄数 35
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

今後の運用方針

主として、日経平均株価に採用されている株式に投資し、投資信託財産の中長期的成長を目指して運用を行います。
株式の売買の判断は、複数の投資判断モデルを組み合わせて機動的に行います。その結果、株式の組入比率は、
投資信託財産の純資産総額に対して大きく変動し、ゼロとなる場合もあります。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

国内債券
55.6％国内株式

26.3％

その他
18.1％

○資産別配分

○上位10銘柄
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ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2023年11月28日～2024年11月25日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 78円 0.596％ （ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （78） （0.596）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － － （ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 － － （ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕
（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保

管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 78 0.596
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（13,025円）で除して100を乗じたものです。
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7－　　－

ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

売買および取引の状況

＜株　式＞

当 期

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国
内

千株 千円 千株 千円

上 場 1,456 3,091,595 1,462 3,163,141
(16) (－)

(注1)金額は受渡代金です｡

(注2)(　)内は株式分割､予約権行使､合併等による増減分で､上段の数字には含まれておりません｡

株式売買比率

＜株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合＞

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 6,254,736千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 193,684千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 32.29

(注1)(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です｡

(注2)(c)売買高比率は小数点第3位以下を切り捨てています｡

利害関係人※との取引状況等

■利害関係人との取引状況

区 分

当 期

買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
金 銭 信 託 1 1 100.0 1 1 100.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 60,523 7,349 12.1 60,823 7,324 12.0

(注)当該取引に係る利害関係人は､三井住友信託銀行株式会社です｡

※ 利害関係人とは､投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です｡

＜公社債＞

当 期

買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国 債 証 券 499,599 199,758

(注)金額は受渡代金です｡(経過利子分は含まれておりません｡)
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ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

組入資産の明細

＜国内株式(上場株式)＞

銘 柄

当期首(前期末) 当 期 末

株 数
(千株)

株 数
(千株)

評 価 額
(千円)

建設業(1.6%)

コムシスホールディングス 1.6 － －

大成建設 0.9 － －

清水建設 － 2 2,308

大和ハウス工業 0.6 － －

食料品(1.8%)

日清製粉グループ本社 2.3 1.4 2,535

サッポロホールディングス 0.4 － －

アサヒグループホールディングス 0.9 － －

キリンホールディングス 1.2 － －

キッコーマン 0.6 － －

日本たばこ産業 0.7 － －

化学(1.7%)

旭化成 － 2.2 2,420

東ソー 2.6 － －

信越化学工業 0.5 － －

花王 0.9 － －

富士フイルムホールディングス 0.6 － －

医薬品(－%)

協和キリン 2.1 － －

住友ファーマ 10.5 － －

第一三共 0.6 － －

石油・石炭製品(－%)

出光興産 0.6 － －

ガラス・土石製品(5.0%)

ＡＧＣ 1 － －

東海カーボン － 5.1 4,718

日本碍子 － 1.2 2,428

鉄鋼(－%)

大平洋金属 2 － －

非鉄金属(3.8%)

ＤＯＷＡホールディングス 1.1 － －

古河電気工業 － 0.4 2,563

住友電気工業 2.7 － －

フジクラ － 0.5 2,820

機械(12.0%)

日本製鋼所 － 0.7 4,580

オークマ 0.4 － －

荏原製作所 1 3.3 7,486

カナデビア 5.8 － －

ＩＨＩ － 0.6 4,987

銘 柄

当期首(前期末) 当 期 末

株 数
(千株)

株 数
(千株)

評 価 額
(千円)

電気機器(21.7%)

コニカミノルタ － 7.5 5,137

日立製作所 － 1.2 4,576

三菱電機 － 0.9 2,363

富士電機 － 0.3 2,619

ジーエス・ユアサ　コーポレーション 1 － －

セイコーエプソン － 1.8 4,907

パナソニック　ホールディングス － 3.7 5,683

シャープ 2.5 － －

ＴＤＫ 0.4 － －

アドバンテスト － 0.6 5,539

レーザーテック 0.3 － －

カシオ計算機 4.1 － －

太陽誘電 0.7 － －

村田製作所 0.9 － －

ＳＣＲＥＥＮホールディングス 0.3 － －

東京エレクトロン 0.1 － －

輸送用機器(1.7%)

日産自動車 － 6 2,441

マツダ 2.9 － －

精密機器(3.5%)

ニコン － 2.7 5,027

その他製品(3.0%)

大日本印刷 1.3 1.8 4,194

任天堂 0.4 － －

電気・ガス業(1.6%)

東京瓦斯 － 0.5 2,233

陸運業(19.1%)

東武鉄道 － 2.8 7,295

京王電鉄 － 0.6 2,442

京成電鉄 － 1.1 4,807

西日本旅客鉄道 － 1.7 4,763

ヤマトホールディングス － 4.4 7,821

海運業(3.4%)

商船三井 － 0.9 4,887

情報・通信業(1.8%)

日本電信電話 － 16.7 2,585

卸売業(－%)

住友商事 0.8 － －

小売業(－%)

イオン 1.6 － －
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ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

銘 柄

当期首(前期末) 当 期 末

株 数
(千株)

株 数
(千株)

評 価 額
(千円)

銀行業(1.8%)

しずおかフィナンシャルグループ － 1.9 2,602

保険業(3.9%)

ＳＯＭＰＯホールディングス － 1.4 5,528

その他金融業(－%)

クレディセゾン 2.2 － －

日本取引所グループ 1.6 － －

不動産業(3.6%)

東京建物 － 1.9 5,073

住友不動産 0.6 － －

サービス業(9.0%)

ディー・エヌ・エー － 1.1 2,690

電通グループ － 2 7,572

サイバーエージェント 5.8 － －

日本郵政 3.9 1.7 2,499

合 計
株 数 ・ 金 額 73 82 142,138

銘柄数＜比率＞ 43 34 <26.3%>

(注1)銘柄欄の(　)内は､国内株式の評価総額に対する各業種の比率

です｡

(注2)合計欄の<　>内は､純資産総額に対する評価額の比率です｡

＜国内(邦貨建)公社債＞

　(A)債券種類別開示

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以
下 組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 % % % % %

国 債 証 券 300,000 299,829 55.6 － － － 55.6
(300,000) (299,829) (55.6) (－) (－) (－) (55.6)

合 計 300,000 299,829 55.6 － － － 55.6
(300,000) (299,829) (55.6) (－) (－) (－) (55.6)

(注1)組入比率は､純資産総額に対する評価額の比率です｡

(注2)(　)内は非上場債で内書きです｡

(注3)評価については金融商品取引業者､価格情報会社等よりデータを入手しています｡

　(B)個別銘柄開示

当 期 末

銘 柄 名
利 率

(％)
額 面 金 額

(千円)
評 価 額

(千円)
償還年月日

国債証券

第１２２０回国庫短期証券 － 300,000 299,829 2025/3/21

合 計 300,000 299,829
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ART テクニカル運用日本株式 マザーファンド　－第13期－

資産､負債､元本および基準価額の状況ならびに損益の状況

■資産､負債､元本および基準価額の状況

項 目
当 期 末

2024年11月25日現在

(A)資 産 561,323,787円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 116,114,585

株 式(評価額) 142,138,420

公 社 債(評価額) 299,829,900

未 収 入 金 2,356,345

未 収 配 当 金 883,850

未 収 利 息 687

(B)負 債 21,598,589

未 払 金 14,161,380

未 払 解 約 金 7,437,209

(C)純 資 産 総 額(A-B) 539,725,198

元 本 403,996,558

次 期 繰 越 損 益 金 135,728,640

(D)受 益 権 総 口 数 403,996,558口

1万口当たり基準価額(C/D) 13,360円

■損益の状況

項 目
当 期

自 2023年11月28日
至 2024年11月25日

(A)配 当 等 収 益 5,761,518円

受 取 配 当 金 5,587,290

受 取 利 息 192,845

そ の 他 収 益 金 94

支 払 利 息 △18,711

(B)有 価 証 券 売 買 損 益 34,999,896

売 買 益 110,625,193

売 買 損 △75,625,297

(C)当 期 損 益 金(A+B) 40,761,414

(D)前 期 繰 越 損 益 金 113,932,296

(E)追 加 信 託 差 損 益 金 7,447,195

(F)解 約 差 損 益 金 △26,412,265

(G)　 計 　(C+D+E+F) 135,728,640

次 期 繰 越 損 益 金(G) 135,728,640

(注1)(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます｡

(注2)(E)追加信託差損益金とあるのは､信託の追加設定の際､追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます｡

(注3)(F)解約差損益金とあるのは､中途解約の際､元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます｡

お知らせ

該当事項はありません｡

<注記事項>

※当ファンドの期首元本額は466,588,807円､期中追加設定元本額は25,028,169円､期中一部解約元本額は87,620,418円です｡

※当ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は次の通りです｡

ART テクニカル運用日本株式ファンド 403,996,558円

投資信託財産の構成

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 142,138 25.3

公 社 債 299,829 53.4

コ ー ル ･ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 119,356 21.3

投 資 信 託 財 産 総 額 561,323 100.0
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